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第一章 緒 言

肺結核患者 二於 ケル1喀血 ノ誘因三就 キテハ種々

記載 セラル ・テ見ルモ、要スルニ肺臓組織二於

ケルー定 ノ解剖學的攣化二基 ク血管 ノ損傷ニヨ

リテ惹起 スルコトハ論テ挨タズ。而 シテ是等喀

血ニハ、軍純 ナル毛細管出血、軟化期 ノ初期 二

於 ケル動脈出血等墾グラル ・モ、最モ屡 ≧遭遇

スルハ室洞形成二俘 フ喀血ナリ。換言スレバ、

組織破壌ニヨル室洞形成ハ喀血 ト最モ密接 ナル

關係テ有 スルモノニシテ、肺結核患者 二於 ケル

室洞 ノ確認ハ、喀血 ノ豫防、治療、及 ビ患者ノ

豫後判定上特二重大ナル意義アリ。但 シ室洞 ノ

豫後親貼 二關シテ臨林家 ト病理解剖學者 トノ間

二多少 ノ見解 ノ相違 アルハ人 ノ知 ル所 ナリ。

由來肺結核 二於 ケル喀血二就テハ、彼我 ノ統計

甚 ダ多 激 二上 リ、枚 暴 二逞 ア ラ ズ、殊 二近 年 鈴

木 氏 ハ、 喀 血 ノ頻 度 、喀 血 ノ影 響 、 或 ハ喀 血 登

現 時 直 前 ノ事 項 二關 シ精 細 ナル報 告 テナ ス所 ア

リテ、 實 地 馨 家 ノ参 考 二資 スル モ ノ多 シ。 然 レ

ドモ、 喀 血 ト最 モ密 接 ナル 關 係 ア リ ト考 ヘ ラル

ル 室洞 トノ關 係 二就 キ テハ余 等 ノ寡 聞 、未 ダ其

精 密 ナル報 告 二接 セズ。

是等 ノ所 以 テ以 テ、 余 等 ハ特 二 「レ ン5グ ンj像

二現 ハ レタル室 洞 ト喀 血 ト ノ關係 二就 キ テ統 計

的 二観 察 セ ン タメ、過 去約4ケ 年 二亙 リ舞 子 病

院 二於 テ 診 療 セル1500籐 例 ノ患 者 ラ 検 索 二供

シ、 今 其 小 果 テ得 タル ラ以 テ舷 二之 テ報 告 セ ン

トス。

第二章 親察條件

1.検 索 例

過 去4ケ 年 二亙 リテ舞 子病 院 二於 添診 療 セ ル外

來 拉 ピニ 入院 肺 結 核 患 者 ニ シテ、 其 絃 撒1529

名 、 其 程 度 極 メテ輕 度 ナ ル モ ノ ヨ リ、 不 幸 ノ轄

蹄 ヲ見 シ重 症 患 者 二至 ル種 々 ア リ。

鉱 「レ ン トグ ン」撮 影

装 置 「ボ レック スJB

管球 主 ト シテ「メ ディアJニ シテ、一部 瓦斯 管

球 テ使用 セリ。

距離1米20糎

時間7分 ノ1秒 以下

3.室 洞 ノ決定

元來室洞ハ必ズシモ「レントグンJ爲眞二現ハ レ

ズ、特二氣管枝肺炎型或ハ氣管枝籏張症 ノ揚合

ニハ造影剤ヲ用 ビザル限 リ確認 シ得 ズ、往々ニ

シテ室洞腔ガ粘液膿性液ニテ充實セラレタル揚
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合 ノ如 キ ハ勿 論 「レ ン トゲ ン」爲 眞 上 二室 洞 テ現

サズ。 叉 室洞 ハ必 ズ シモ圓 形 ニ ア ラズ シテ屡 篭

不 整 形 或 ハ迷 路獣 、 索状 テナ ス事 モ亦 吾 人 ハ之

テ識 ル,故 二余 等 ハ 「レ ン トグ ン」像 ラ精 査 ス ル

ニ當 リテ へ 不 確 實 ナ ル モ ノニ ア リテ ハ参 考 ト

シテ臨林 的 所 見 ヲ モ顧 慮 シタ ル上決 定 セ リ。但

シ、 一葉 ノ「レン トゲ ン」爲 眞 ラ以 テ室洞 ナ リ ト

噺 言 シ難 キ モ ノニ於 テ ハ位 置 及 ビ方 向 テ憂 ヘ テ

撮 影 シタ ル「レン トゲ ンJ像 、或 ハ人 工 氣 胸 術施

行 後 ノ「レ」像 等 テ併 セ観察 シタ ル上決 定 セ リ。

尚 臨 躰 的所 見 ニ ヨ リ室 洞 ノ存 在 ラ想 像 シ得 ラル

ル モ、 「レン トゲ ン」像 二於 テ浸 潤 高 度 ニ シテ、

室洞 ノ存 在 テ確 認 スル能 ハ ザ ル モ ノニ、 往 々遭

遇 セ シモ、是 等 ハ 室洞 ナ キ モ ノ ト看 倣 シ タ リ。

余 等 ハ斯 ノ如 ク ニ シテ 「レン トゲ ン」像 テ精査 シ

タ リ シモ、特 二室 洞壁 ト考 ヘ ラル ・モ ノガ所 謂

Prakavern6seDemarkierung二 非 ザ ル ヤ、或 ハ

室洞 ト認 メ ラ ル ・部 分 ガ、周 園 浸 潤 中 二残 存 セル

健 全 ナル組 織 二非 ザ ル ヤ、即 チPseudocaveme

等 二關 シテ ハ特 二深 甚 ナ ル顧 慮 テ彿 ヒ、 疑 ハ シ

キ モ ノハ糸息テ除タネス ル コ ト ・セ リ。

4.喀 血

從來 ノ競 往歴 及 ピ余 等 ノ診 療 申 ノ経 過 等.線 テ

余 等 ノ知 リ得 タ ル範 園 二於 テ嚴 密 二調 査 セ リ.

元 來 血液 喀 出 ノ際 、 之 ガ大 量 ナ ル トキ ハ肺 出血

ト断 定 シ得 ル場 合 多 キ モ、 血 疾 、 殊 二疾 中 二血

黙 ラ混 ズ ル程 度 ノ小 出 血 ニ ア リテハ、 果 シテ肺

出 血 ナ リ ト容 易 二断 言 ス ル能 ハ ザ ル場 合 ア リ。

是 等 ハ其 性状 、其 喀 疾 ノ菌 所 見 、 咳 轍 ト共 二喀

出 セ ラ レ シモ ノナ ル ヤ、鼻 腔 、 咽 喉 、 上 氣 道 ノ

出血 竈 ノ有 無 等 テ精 査 シタ ル上 決 定 セ リ。

術 以 下屡 ≧表示 ス ル如 ク、 喀 血 量 ヲ現 ハ スニ、

100耗 以 上 テ大 量、20耗 乃 至100蝿 ヲ中量 、20

琵 以 下 ラ少 量 ト シ、 之 二、 喀 庚 中 二血 線 或 ハ血

黙 ラ混 ズ ル程 度 ノ所 謂 血 疾 ラ加 ヘ テ四 種 トナ セ

リ。

第三章 統計的観案

第 一 項 一 般 的 統 計

肺 結 核 患 者 ノ喀 血 卒 二關 スル從 來 ノ報告 二於 テ

ハ、Brehmer,Campbell,Sassudelli,Walsh,

Williams等 ノ特 二高李(70・0%前 後)ナ ル モ ノ、

伊 藤 氏 ノ如 キ 特 二 低 卒(10・7%)ナ ル モ ノ ア ル

モ、 多撒 諸 家 ノ統 計 ニ ヨ レバ大 禮 二於 テ25乃 至

50%ニ ー 致 スル如 シ。 余 等 ノ例 二於 テハ 表示 セ

～レ如 ク、 約25%ニ シテ、Condie氏 ノ24・0%

二相 當 スル テ見 ル。

(但 シ此 喀 血 卒 ハ 余 等 ノ知 リ得 タル 経 過 中 二

於 ケ ル喀 血 卒 ナ ル テ以 テ、 更 二余 等 ノ治 療 ラ

離 レタル患 者 ノ其 後 ノ経 過 ラ知 リ得 タ レバ或

ハ此 卒 ノ壇 加 テ見 シヤ モ知 レズ)。

次 二余 等 ハ、 室 洞 テ有 ス ル患 者 ノ ミニ於 ケル喀

血 卒 ラ見 タル ニ、 表 示 セル如 ク、著 シ ク之 ガ高

傘 トナ リ、57・4%二 及 ブ。

今 試 ミニ、 之 ヨ リ室 洞 テ保 有 セ ザ ル患 者 ノ ミニ

於 ケ ル喀 血 卒 デ見 ル ニ、10・0%二 相 當 ス ル テ知

ル モ、 此 結 果 ニ ヨ リテ モ、 空洞 ト喀 血 ガ如何 三

第 1 表

縣 員鋤1529名 一畷1幾

欝 鴨 経 灘%)一=難 籍1莞1:鴇

(%ハ 同性 ノ患者数 二i封ス,レ百分率プ

轡 有ス'レ493名一一[婁 釜縫

欝 髄 ゴ経1鵬%)一[婁2擁1瑳1:1髪]

(%ハ 同性 ノ空洞保有者敷 二野 スル百分 牽)

密接 ナ ル關 係 テ有 ス ル ヤ テ知 リ得 ベ キ ナ リ。

第 二項 喀 血 ノ性 別

喀 血 ト性 別 二就 キ テハ、 僅 カ ニー 、 ニ ノ反 封 主

張 アル モ、Abraham,Cerrangdo,B.Mtiller,

Rickmann,Reiche,Schr6der,伊 藤 、鈴 木 氏

等 大 多撒 ノ學 者 ハ、 男 子 ハ女 子 二比 シ喀 血 李 ノ

大 ナ ル ラ報 ズ。 余 等 ノ統 計 二於 テ モ亦 是 等 ニー

致 シ、 第1表 二示 セル如 ク、 一般 肺結 核 患 者 二

於 テ ハ男 子 ノ喀 血 傘 ハ女 子 ノ約1.7倍 二相 當 ス

ル ラ見 、 室洞 保 有者 ノ ど二於 テ モ略 篭同檬 ノ結
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果 テ得 タ 麗 ・い'

次 二余 等 ハ、 姓 別 ト特 二喀 血 量 ノ關 係 デ調 査 セ

シニ、 之 ラー般 肺 結 核 患 者 二就 キ テ見 レバ

第2表 →般患者二於 ケル性別 ト喀血量

＼ 喀 血,

性喚 大量 中量 小量 血疲

魅

ナ シ

男
4
(5.4)

45
(5.0)

59・

(6.5)

112
(13.1)

"
591

女 4
(0.6)

18
(2.7)1

30
(4.5)}

70
(10.7)

551

(摺弧内 ハ同性患者線 籔 二封 スル百分率)

即 チ本 表 ニ ヨ リテ見 ル ニ、 一 般 二 男子 ハ 女子 二

比 シテ喀 血率 ノ大 ナ ル ヲ示 ス ト トモ ニ、更 二大

量喀 血 ノ頻 度 二於 テ ハ、 男 子 ハ女 子 二比 シ隔 段

ノ相 違 ア ル ラ知 ル。

次 二此 關係 テ壼 洞 保 有 者 ノ ミニ就 キ テ見 ル ニ

第3表 空洞保有者 二於 ヶル性別'ト喀血量

＼喀血

性博 大量 中量 小量 血疾 ナ シ

男
47

(14.1)
39

(11.7)
42

(12.6)
76

(22.9)
127

女
4

(2.4)
13

(8。0)、

28
(17.2)

34
(20.9)

83

(括弧内ハ同性 ノ空洞保有者線鍛 二封スル百分率)

郎 チ本 表 二於 テ モ前 同様 、男 子 ノ室洞 保 有者 ハ

女 子 ノ夫 二比 シ、 大 量 喀 血 ノ頻 度 著 シク大 ナ ル

テ見 タ リ。

第 三 項 喀 血 ト年 齢

喀 血 ト年 齢 ノ關 係 二就 キ テハ、 又 大 多 数 ノ學 者

ニ ヨ リテ、 青 年期 二 最 モ 多 ク シテ15歳 以 前 ニ

ア リテ ハ甚 ダ稀 ナ リ ト栂 セ ラル ・テ見 ル。 郎 チ

Reiche,Stricker,Tec・nu.忘i晦 等 ・聰 テ斯

ノ如 ク圭張 シ、Schr6derハ 中年 及 ピ成 年a多

シ トナ シ、 又Raicheハ15歳 以前 ハ比 較 的 少

数 、7歳 以 前 ハ甚 グ稀 、15歳 ヨ リ60歳 迄 二93.0

%ア リ ト報 ジ、 鈴 木 氏 ハ20歳 乃 至30歳 ガ大 多

激 テ占 メ殆 ン ド全 数 ノ傘 分 二達 ス ト樗 ス。『但 シ

初 期 空 洞 ハ殊 二乳 見 二於 テハ左 迄稀 ナル モ ノニ

ア ラズ(25・-30%、Ghoti)、 時 ニバ殆 ン ド全 葉

チ空 洞 化 ス ル揚 合 ア リ、 從 テ喀 血 モ出現 可 能 ナ

ル デ念 慮 セ リ。監

余 等 ノ観 察例 高於 デハ、 軍 二喀 血 卜年 齢 バ ヨ

リ見 レバ次 ノ如 シ。

第4 表

療

引

年 酬 儲 藪勘 醐%
1→15 137 2 1.5%

16→20 258 52 20.1%

21→30 675 181 26.8%

3コ→40 305 99 32.5%

41→50 121 33 牙7.3%

51以 上 33 20 60.6%

郎 チ之 ヲ以 テ見 ル ニ、 余 等 ノ統 計 二於 テモ 亦、

前記 諸 家 ノ報 告 二 略k一 致 シ21歳 以 上 二於 テ

高卒 ニ シテ、 殊 二21歳 乃 至30歳 ノ年 齢 二於 テ

ハ其 紹 封撒 二於 テ、 鈴木 氏 ノ報 告 ト同 様殆 ン ド

全 撒 ノ牛分 テ占 ム ル ラ見 タ リ。

但 シ、 余 等 ノ例 二於 テ51歳 以 上 ノ患者 二特 二

高牽 ナ ル テ見 シバ、 是 等 ノ例 歎 僅 少 ニ シテ、 病

症 ノ比 較 的高 度 ナ ル モ ノ多獄 ヲ占 メ、 且是 等 老

年 者 ニ ア リテへ 病 症経 過長 ク、 從 ツ テ喀 血 ノ
　 　 　 　 　 　

ゼア ナ ム ネ ー ゼ」多 カ リ シニ ヨ ル
.モ ノ ト考 ヘ ラ

ノレo

余等 ノ例二於テモ亦15歳 未満 ノ患者二於デハ、

喀血ハ極 メテ稀 ナリ。

次二喀血 ト年齢 ノ關係 テ室洞保有者 ノミニ就キ

デ観察スレバ次表 二示 ス如 シ。

第5表

年 飴 霧 陣醐%
1→15 9 2 22.2%

16→20 88 38 43.1%

21→30 235 ユ42 60.4%

31→40 99 63 63.6%

41→50 46 26
▼

56.ち%

51以 上 16 12 75.0%

郎チ本表二依テ見ル如 ク、室洞保有者 バ ニ於

テへ 喀血卒 バー般二著 シク其卒 ヲ増加 スルヲ

見ル。而 シテ前記理由ニヨリ高年者 ノ特二高…率

ナルヲ除ケバ・室洞保有者 ノ年齢ニヨル喀血李

へ21歳 以上40歳 迄、 帥チ所謂青年、中年者

昌特晶高奪ナ リ。侮本表二示 ス如ク、余等 ノ例
二於テハ15歳 以下 ノ空洞保有者中2名 二於テ

微量喀血 ヲ起 セルモノ現 タ リ。 ＼



舗 櫓林。梅谷=肺 「レソ塾ゲン」像 二於 ケ,レ空洞 ト喀 血 【第13管

更 高 年 齢 ト喀 血 量 ノ關 係 ラ 見 ル そ

第6表 一一一・…-F般患 者 二於 ケ ンレ年 齢 ト喀 血 量

＼喀血
年＼量
齢＼

大量睡 小量 血疲 ナ シ

1→15 0 0 0
2

(1.5)
135

16→20
9

(3。5)

5
(1.9)

20
(7.4)

18

(7。0)
206

21→30
28
(4.1)

36
(5.3)

41
(6.1)

76
(11.3)

494

31→40
9

(3.0)
14
(4.6)

20
(6.6)

56

(18.4)
「7闘 一

(rLO)

206

41→ ・50
5

(4。1)

4
(3.3)

7
(5.8)

88

51

以上

2
(6.1)

4
(12.1)

1

(3。0)

13
(39.4)

13
1

(括弧内ハ同年 齢患者総 藪二封 スル百分奉)

本 表 ニ ヨ リテ、大 量 喀 血 ハ20歳 以 上 ノモ ノ ニ頻

襲 スル ラ見 タ リ。但 シ是等 ノ大 量喀 血 者 ハ後 表

ト封照 シテ知 ラル ・如 ク、 殆 ン ド線 テ ニ於 テ空

洞 保 有 者 ニ シテ、 此 中 室洞 テ謹 明 スル能 ハ ザ リ

シ 患者 ハ、 僅 カ ニ21歳 乃 至30歳 及 ピ31歳 乃

至40歳 二各 々1例 ア リ シノ ミナ リ。 爾15歳 以

下 二 於 テハ 前 述 ノ如 ク2名 二 喀 血患 者 ア リシ

モ、是 等 ハ総 テ微 量喀 血(血 疾)ニ シテ、 大 量 喀

血 ハ1例 モ認 ム ル能 ハ ザ リキ。

次 二此 關係 テ室 洞 保 有 者 ノ ミニ就 キ テ見 レバ次

表 二示 ス如 シ。

第7表 空洞保有 者 二於 ケル年齢 ト喀血量

尺喀血
年＼量齢

＼
大量 中量 小量 血疾 ナ シ

・一 ・5}・ 0 0
2

(22.2)
7

16→20
9

(10.2)
3

(3.4)
15

(17.0)
1】

(12.5)
50

21→30
27

(11.4)
33

(14.0)
34

(14.4)
48

(20。4)
93

31→40 8
(8.0)

10
(10.1)

15
(15.1)

30
(30.3)

36

41→50
5

(10,8)
4

(8.6)
5

(10。8)

12
(30.0)

20

51以 上 2
(12.5)

2
(12.5)

1
(6.2)

7-

(43。7)
4

■

く栖弧内ハ同年齢ノ空洞保有者線徽二封スル百分李)

即 チ空洞保有者 ノ鷺二就キテ!観 察ニョレバ、

大量喀血ハ16歳 以上ノ患者二於 テ多ク、特=

21歳 乃至30歳 ノモノ最モ多ク、 同年齢空洞保

有者 ノ11.4%二 相當スルヲ見タリ。

第四項 喀血 ト空洞 ノ大 イサ

余等 ノ観察 セル患者 ノ保有 セシ室洞 ノ大 イサハ

次 ノ如 シ。

第8表

洞 大 サ

巨大(径 約4.Ocm以 上)8個

大(径 約2・0-4・9cm)… …263個

中(径 約1.(N-2.Ocm)… …357個

小(裡 約1.Ocm以 †)… …170個一
即チ余等 ノ観察例 二於 テハ径約1乃 至2糎 ノ空

洞最モ多撒二存在 セルテ見タリ。但 シ余等ハ此

際室洞 ノ全葉二亙 リテ裡二肺紋理線状陰影 テ鮎

在 スル揚合 ノ如キ、時 トシテ之 ヲ看過 スルアル

ニ特 二留意 セリ。

是等患者 ノ保有 セル室洞 ノ大 イサト喀血量 ノ關

係 テ見ルニ次表二示 ス如キ結果 ラ得 タリ。

第9表 空洞ノ大イサト喀血量

＼喀
空＼血
洞 ノ＼量
大 イサ＼

大量 中量 小量 血疾 ナ シ

巨 大
5

(62.5)
0 0

1

(】2.5)
2

大
32

(】2.1)

31
(11.7)

34
(12.9)

62
(23.5)

104

中
44

(12.3)
38

(10.6)
47

(13.1)
72

(20。1)
156

小
8

(4・71

10

(5.8)

31
(18.2)

44

(25。8)
77

(括弧 内 ハ同一大 イサ ノ空洞 全鍛 二野 スル百分率)

即 チ、本表二依 レバ、大盟 二於 テ保有 セル室洞

ノ大ナルニ從 ヒ大量喀血 ノ傾向多 キテ見タリ。

但 シ、舷二、亘大室洞 ラ有 スルモノト難モ喀血

ノ縄歴ナキモノアル ト共二、僅 二小空洞 ノミテ

有 スル患者二於 テモ大量喀血 二遭遇 セシ例 アル

ニ注意セザルベカラズ。即 チ喀血バー面生活要

約及 ピ盟質二因由 スル事 アルペキラ想ハシム。

第五項 喀血 ト室洞薮

余等 ノ観察 セル空洞保有者 テ.其 保有 セル空洞

歎 ニヨリテ分類 スル昌次 ノ如 シ。
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第 10 表

一 患 者 ノ保 有 セ ル空 洞 ノ数

1個 ノモ ノ267名

2個 ノモ ノ149名

其 中同 側 ニ ア ル モ ノ

左 右 ニ ア ル モ ノ

3個 以 上 ノモ ノ

其 中同側 ニ ア ル モ ノ

左 右 ニ ア ル モ ノ

94名

55名

67名

25名

42名

1即 チ空 洞 テ輩 二1個 ノ ミテ保 有 スルiノ 最 モ多

!獄ニ シテ、 以 下 撒 テ檜 ス ニ從 ヒ少 薮 ニ ナ ル ラ見

ルe

・今 是 等 一 患 者 ノ保 有 セ ル室 洞薮 ト喀 血 量 ノ關 係

ラ 見 タル ニ、次 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ。

第11表 一患者 ノ保 有セル空洞激 ト喀血量

禰空蒲劉 大量 中量 ナ シ

3個 以上
9

(13.4)
4

(5.9)
10

(14.9)
17

(25β)
27

2個
18

(12。0)

15

(10・0)

20
(13.4)

32
(21.4)

64

1個
24
(8.6)

32

(11。5)

40
(14.4)

61
(22.1)

119

(指弧内ハ同藪空洞保有者総籔二封スル百分率)

1齢チ本表ニヨリテ見ルニ、室洞撒 ト喀血量二關

シテハ此雨者二歴然タル拉行的關係ナキモ、大

盤 二於テ室洞 ノ大ナルニ從 ヒ、大量喀血 ノ傾向

多 斗ラ示ス如 シ。

第六項 喀血 ト室洞 ノ位置

・余等ハ左右肺臓 ノ領域 テ次 ノ如 ク分類 セリ。郎

ザ

上野一肺尖及 ビ第一肋間

中舅一 第二及 ビ第三肋間

下、一第四肋間以下

(肋間ハ、「レントゲン」爲眞ニテ前部 ノ肋間

テ謂 フ)。

,而シテ此分類洗ニヨリテ全空洞保有者 ノ室洞 ノ

位 置 ラ調査 シタルニ

第12表 空洞ノ位置

」
止野

右 左 右 左
243226 下野 4 6

・中野 133186 計 380 418

即 チ之 ニ ヨ リテ見 ル ニ、余 等 ノ検 索 例 二於 テへ

室 洞 ハ 上野 、 殊 二右 側 二多 ク存 在 シ、 下 野 二存

スル コ トハ稀 ナ リ。

次 二之 テ喀 血 ノ経 歴 アル モ ノニ ノ ミ就 キ テ見 ル

第13表 空洞 保有 者 ノ中喀血 セ シモ ノノ

空洞 ノ位置
1

i右1左
上 籔 135(55。5%) 131(57.9%)

中 野 75(56.3%) 110(59.1%)

下 野 4 4

計 214(56.3%) 24五(58.6%)

即 チ之ヲ前表二封照 シテ、試 ミニ各位置二於ケ

ル室洞 ノ喀血卒(括 弧内ノ数字)テ 検 スルニ、之

二大差テ認 メ得ザルモ、右 側二比 シ左側ガ梢 ≧

高率ニシテ、特 二左側中部二於テ然 リ。雨側 ト

モ下野二於 テハ其数齢 キヲ以テ喀血率二言及 ス

ル能ハズ。

次 二室洞 ノ存在部位 ト喀血量 ノ關係二就 キテ調

査 セシニ、次表二示 ス如 キ結果 テ得 タリ。

第14表 空洞ノ位置ト喀血量位

馳
訣

燭
亜

理

燭
亜

幣

＼
位

右

左

大量

29
(11.9)
18

(13.5)

1

20
(8.8)
21

(11.2)

0

中量

15

(6。1)

16

(12.0)

0

25
(11.0)

21
(11.2)

少量

32
(13.1)
14

(10.5)

3

36
(15.9)
27

(14.5)

21・

血劇 ナシ

59
(24.2)

27
(20.3)

0

50
(22.1)
41

(22.0)

0
脚

ナ シ

㎜一

108

58

0

95

76

2
1

(括弧 内ハ同位置 二存 スル空洞全籔 二野 ス ル百分率)

即 チ本 表 ニ ヨ リテ考 察 スル ニ、 概 シテ室 洞 ガ中

野 、 殊 二右側 二存 ス ル場 合 二大 量 喀 血 テ起 ス頻

度 大 ニ シテ、 換言 ス レバ中野 二存 ス ル室 洞 ハ 大

量 喀 血 ノ傾 向 多 シ。 次 二雨側 上 野 二室 洞 ノ存 ス

ル揚 合 ニ ハ中 野 二存 ス ル場 合 二比 シ喀 血 量 ハ大

盟 二於 テ少 ナ ル ラ見 ル。
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第四章 総 括

以 上、 舞 子 病院 二於 テ1500絵 例 ノ患 者 号 検 索

二供 シ、 喀 血 、 殊 二喀 血 ト室 洞 二關 スル種 々 ノ

調 査 テ行 ヒ、得 タ ル成 績 ヲ縮 括 ス レバ次 ノ如 シ。

喀 血 卒 バ ー 般 肺結 核 患者 二於 テハ 約25%二 相

當 スル モ、 是 等 ノ中、 室 洞 保 有 者 ノ ミニ就 キ テ

観 察 ス レバ此 率 ハ 著 シク檜 加 シテ 約57%ヲ 示

シ、 之 ヲ室 洞 ラ保 有 セ ザ ル患 者 バ ニ於 ケ ル喀

血 率10%二 比 スル トキハ約6倍 弱 二達 ス。

男 子 ノ喀 血 卒 ハ女 子 二比 シ比較 的 高率 ニ シテ、

之 テ喀1血量 ヨ リ見 ル トキ ハ、大 量 喀 血 ノ頻 度 ハ.

男 子 ハ女 子 二比 シ著 シ ク大 ナ リ。

喀 血 ハ青 年期 以 上 二多 ク、15歳 以 下 二於 テハ極

メ テ稀 有 ナ リ。 殊 二100蝿 以 上 ノ大 量 喀 血 ノ頻

度 ハ20歳 以 上 ノ者 二 大 ニ シテ、15歳 以 下 ニ ア

リテハ余等 ノ例二於 テハ認 メ得ザ リキ。

保有セル室洞 ノ大 イサ下喀血量ハ略 気虹行的關

係ア リ。
一一患者 ノ保有セル室洞鐵 ノ多キニ饗1ヒ.犬 量喀

血 ノ傾向多 シ。 、

室洞ヲ肺臓 中野二保有 スル患者ハ上野二保有轟.

ルモノニ比 シ大量喀血 ノ頻度多 ク、特二右側中

野二存スル患者二於 テ然 リ。

郎 チ以上 ノ結果 ヨリ、空洞保有者、殊 二青年期'

以上ノ男子、室洞 ノ大 ナルモ ノ、多藪 二室洞 ノ

存 スルモへ 肺臓中野二室洞 テ有 スルモノハ大

量喀血二遭遇 スル傾向多 ク、豫防上特 二注意テ

要 ス。
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